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論 文 内 容 の 要 旨

食餌脂質は菌感染に対する宿主の抵抗性に密接な関係を有し, 必須脂肪酸欠乏状態は細菌感 染 に あ っ

て, 宿主の抵抗性を著るしく減弱させる｡

著者は, マウスが実験的溶連菌感染を受けると一, その組織脂肪酸組成が如何なる変動を受けるかについ

て, そ0)詳細をガスクロマ トグラフィーを用いて調べた.

まず, マウスを合成食で飼育したのち, 溶連菌を腹腔内注射 し, 注射後経時的に肝, 腎, 肺, 心, 牌,

畢丸, 脳をとり, その総脂肪酸組成の変動をみた｡ 最も著明な変動を示したのは肝であり, ついで, 節,

腎の順にその変動の度合いは弱まり, その他の臓器では一部の脂肪酸を除きその組織脂肪酸の 変 動 は僅

少であった. 各脂肪酸についてみると, ステアリン酸, リノール酸, アラキ ドン酸は互に極めてよく似た

変動を示した｡ 即ち, 感染により減少し菌接種後 2 日目に最低値を示し, 7 日目には感染前の値に快復し

た｡ 一方, パルミトオレイン酸, オレイン酸は前記の 3 つの脂肪酸とは全 く逆の動きを示した｡ 即ち, 菌

接種後 2 日目に最高値となり, 7 日目には感染前の値にまで減少した｡ この脂肪酸組成の変動のパターン

は必須脂肪酸欠乏状態における組織脂肪酸組成の変動と極めてよく一致する｡

ついで, 変動が最高である細菌注射後 2 日目の肝 ミトコン ドリアおよびミクロゾームのコレステロール

エステル, トリグ リセリド, 燐脂質分画の脂肪酸組成を分析し対偶群のそれと比較してみた｡ 感染群のミ

トコンドリアコレステロールには対照群に比しリノ- ル酸, アラキ ドン酸が多 く, オレイン酸は少なかっ

た｡ ミクロゾ- ムにおいてほ, これとやや異なり感染群にパル ミチン酸, ステアリン酸が多く, パル ミト

オレイン酸が少なく, さらにオレイン酸, アラキ ドン酸の動きもミトコンドリアの場合より著 明 で あ っ

た｡ トリグ リセリド分画における脂肪酸組成の感染による変動は, ミクロゾ- ムのコレステロールエステ

ル分画におけるそれに著るしく類似していた｡ 燐脂質分画における変動は, 前 2 分画のそれとは異なって

いた｡ 即ち, パル ミチン酸, ステアリン酸の動きは前 2 分画のそれと同様であったが, 必須脂肪酸である

リノール酸, アラキ ドン酸は全 く逆に感染後減少 した｡ オレイン酸はミクロゾ- ムにおいて減少, ミトコ
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ン ドリアにおいては不変であった｡ パル ミトオレイン酸はミトコン ドリアにおいて増加 した｡ 燐脂質にお

ける脂肪酸の変動は, 全体として ミクロゾームよりミトコン ドリアにおいてより著明であった｡ ミトコン

ドリアの燐脂質の リノール酸, アラキ ドン酸は細菌感染により各々対照群の 7/10, 1/5 に減少 した｡

以上の実験成績を必須脂肪酸欠乏状態における組織脂肪酸組成の変動と合せ考えると, 動物が細菌感染

を受けると臓器の必須脂肪酸需要が増大 し相対的必須脂肪酸欠乏状態になると考えられる｡ 一方, 脂質は

ミトコン ドリアの不可欠な構成成分であり, ミトコン ドリアの全脂質の90% 以上を燐脂質が占め, ミトコ

ン ドリアにおける酵素活性等に密接な関係を有することが知られている｡ 細菌感染は ミトコン ドリアの必

須脂肪酸を減少せ しめ, 飽和酸を増加せ しめたが, 細菌感染の宿主への作用の一つとして ミトコン ドリア

の脂肪酸組成が感染によって影響をうげ, ミトコン ドリアの働きが低下することが暗示されている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

宿主の必須脂肪酸欠乏状態は細菌感染に対する抵抗性をいちじるしく低下させる｡ その説明をうるため

に, 細菌感染をうけたとき組織脂肪酸組成がどのように変動するかを詳細にしらべた論文である｡

第 1編では, 合成食で飼育 したマウスに適量のA 群 p- 溶連菌を注射 して主要臓器を採 り, 総脂肪酸組

成の変動をしらべた｡ 著明な変動を示したのは, 肝, 肺, 腎などであった｡ 各脂肪酸についてみると, ス

テア リン酸, リノール酸, アラキ ドン酸は菌接種後 2 日目に最低値を示 し, 一方, パル ミトオレイン酸,

オレイン酸は逆に最高値を示 した｡ これ らの変動は必須脂肪酸欠乏状態のときときわめてよ く類似 してい

る｡

ついで夢 2 編では, その変動が最高であ/i ときの肝 ミトコン ドリアならびにミクロゾームのコレステロ

ールエステル, トリグ リセ リドおよび燐脂質分画の脂肪酸組成を分析 した. 各分画での変動のうち特に,

ミトコン ドリアの全脂質の90% を占める燐脂質において, リノ- ル酸, アラキ ドン酸はそれぞれ 7/10,

1/5 に減少するのをみたのは注目すべき事実である｡ これ らのことは細菌感染時の ミトコン ドリアの機能

低下と関連するものと考えられるからである｡

本研究は学術上有益なものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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